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内 容 抄 録

 余等ハ疫痢檬症朕ノ原因トシ「ヒスタミンjノ重要性

ヲ認メ見疫痢様症状が腸管：内二産生セラレタル「ヒス

タミン」叉ハ「ヒスタミン様物質ニヨルモノナラントス

ルモノナリ．從ヒテ「ヒスタミン」ノ腸管内注入ニヨ

リ生ズル中毒症状ハ興味深キモノトスベク，而シテ家

兎二封シ「ヒスタミン」ノ腸管内注入ヲ行ヒ症状ヲ観察

セルニ小腸内注入ニチハ確實二症朕ヲ惹起セシメ得ル

量ハ略50mg／k9ニシテ，「シヨツク様症1伏ヲ呈セズ，

死亡迄二数時聞又ハ十敷時間ヲ要シ恢復スル場合ニア

リテモ申毒症朕ハ著明ニシテ持績的ナリ、大腸内注入

ニチハ症状ハ幾分緩和ナル如シ．更二疫痢様症朕護現

時二血申「グアニヂソ」ノ増加アリトスル報告ヨリ「ヒ

スタミン」二「．グアニヂソ」ヲ加へ腸管内二注入ヲ行

ヒ，三下二謝シ影響少キ少量ノ「ヒスタミン」二同檬少

量ノ「グアニヂン」ヲ加へ注入セルニ長時間二亘り血墜

ノ上昇ヲ認ムルト共二痙攣頻嚢スルヲ認メタリ。コノ

事實ハ興味アリテ「ヒスタミン」ト「グアニヂン」ノ協同

作用ト解スベキモノナラソ．
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第8章 結 論

 参考文献

第1章 緒

 疫痢様症欣ノ原因二陣シテハ從來下平模糊ト

シテ定見ナキモノトスルモ1915年Mellanbyガ

小見ノ中毒症ノ原因ヲ腸管内二平生セル「ヒス

タミン」ナラントシ引績キMoro， Schloss， Cha－

ssel， Rosenbaum等ノコレニ關スル興味アル暦

表アリ，本邦ニチハ山下門並二我教室ノ西村，

田邊，舘，中野，高橋，影山，伊藤，鷲田，今

井，北村等ノ實験報告アリテ愈々「ヒスタミン」

ヲ重要覗セントスルハ余ノ第1編及ビ第2編＝

於テ述べ：タル所ナリ．而シテ「ヒスタミン」ノ作

用ハ複雑多岐ニシテ慮用方法ニヨリー様二歩ズ

ルヲ得ズソノ症1伏二於テモ多少ノ疑義ナシトセ

ザルヲ以テ余ノ上述各編二於テ静脈内，皮下並

二腹腔内注入試験ヲ試ミコレニ關スル症ナ伏ヲ報

告セリ．而シテソレ等ハ「シヨツク」様症状ヲ呈

シ疫痢様症歌ト看倣シ得ザルモノ多シトス．此

虚二於テ更二疫痢様症1伏護現ノ機宜ヲ考察シ直

言

接腸管内へ「ヒスタミン」ヲ注入スル方法ヲ試ミ

ントセリ．疫痢様症歌が腸管内二産生セラレタ

ル「ヒスタミン」叉ハ「ヒスタミン様物質ヲ以テ

原因Fセバ斯クノ如キ方法ニヨリ惹起シ得ル中

毒症撒ハ興味深キモノトスベシ．而シテ青林上

見ル疫痢様症歌獲現時ニァリテハ血頃日下降ス

ルモノアルモ時＝正常ナル卑下ハ多少ノ上昇ヲ

見ルコトアルハー般ノ認ムル所ナリ．然ルニ上

述ノ方法ニチハ血堅ハ時二上昇ヲ認ムルモー般

ニハ下降ノ傾向多キヲ見タルヲ以テコノ職ヲ更

二考究セントシ次ノ實験ヲ試ミタリ．帥チ疫痢

様症歌護現時二尚一ツノ有毒「アミン」タル「グ

アニヂン」ノ血中二於ケル増加アリbスル報告

ヨリ「ヒスタミン」二「グアニヂン」ヲ添加シ腸管

内へ注入セル阻止レモ興味アル成績ヲ得タルヲ

以テ此虞二報告シ諸賢ノ御叱正ヲ乞ハントス．

第2章文職的観察

 「ヒスタミン」＝關スル文献ヲ見ルニ1907年

Windaus及ビVogtガ「ヒス’タミン」ヲ合成シテ

ヨリ以來幾多ノ研究績出アリ疫痢様症状二關シ

是ヲ見ル＝ 1915年Mellanby（1）ハ「ヒスタミン」

ニヨル中毒症朕ト小見ノ中毒症トノ相似ヨリ同

疾患早耳管内二下生セル「ヒスタミン」押借ルナ

ラントシ，1921年二Moro（2）ハ乳児ノ中毒症ノ

原因ハ「アミン」叉ハ「ヒスタミン様物質ナルベ

シト述べ，1921年Schloss（3）ハ中毒症患兎ノ血

中＝「ヒスタミン様物質ヲ讃明シタリ．叉1932

年Chassel及ビRosenbaum（4）ハ水分脱却ノ状

態静置キタル犬ノ腸管内へ或種ノ1「アミン」ヲ與

フル時ハ人間ノ中毒症二類似ノ中毒症ヲ惹起セ

シメ得ト読キ，山下氏（5）ハ赤痢及ビ疫痢患者ノ

糞便申二「ヒスタミン様物質ノ存スルヲ知りテ

小見ノ赤痢及ビ疫痢ノ本態ト「ヒスタミン」トハ

密接ナル即吟ニアルベシトセリ．吾教室二於テ

ハ西村（6）ガ疫痢様疾患減甲ノ糞便鞘町中二「ヒ

スタミン」ノ多量二年明サル・コトヨリ疫痢様

症状ノ原因ヲ「ヒスタミン」二層目ルモ誤りナカ

ルベシトセリ．更二：吾i教室田邊の，舘（8），中野

（9），高橋，影山，伊藤，鷲田（10），今井，北村（11）

等ノコレニ關スル興味アル研究アリテ愈々疫痢

檬症状二謝スル「ヒスタミン」ノ意義ヲ認メント

スル所ナリ．而シテ「ヒスタミン」ノ實験二關シ

最モ注意ヲ要スルハソノ作用ノ複雑性ニシテ幾

多ノ實験報告ノ存スル所以モ此虚二存スベク，

動物ノ種tw ＝ヨリ，作用スル器官ノ相違ニョ
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リ，實験方法ニヨリ，文研究者ニヨリ夫々異リ

Pル結果ヲ生ズルハ既二丁1編（t2）及ビ第2編

・㈹ニテ述べタル所ナリ．而シテ家兎二樹スル

「ヒスタミン」ノ静脈内，皮下及ビ腹腔内注入＝

就キテハ同編二記載セル所ナリ．本編ノ記スル

所ハ腸管内注入＝ヨル試験成績ニシテ「ヒスタ

ミン」ノ腸管内三二ニヨル作用ハ吸引ノ速度＝

ヨルモノニシテ胃腸管ノ各部ニヨリー様ナラ

ズ、Meakins及e” Harring亡on（14）♪、小腸ヨリ最モ

良寿二四牧セラレ，胃及ビ大腸ヨリノ吸牧ハ極

メテ緩慢ナリトナス．Mellanby（1）バー般的＝ハ

胃並二大腸ヨリノ管下ヲ認メ得ズト述べ一方

Koesler及ビHanke（15）ニヨレバ胃腸管ヨリ二野

セラル、「ヒスタミン」ノ量ハ多量ニシテ5kgノ

犬二封シ胃浩息子ニテ500mgノ塵酸ヒスタミ

ン」ヲ投與セバ2時間後ニハ牛量ハ吸牧セラル

・モノニシテ，同様ナル二心ヲ100mgノ盤酸

ヒスタミン」ヲ胃中＝注入セル海瞑ニテ観察シ

得タリFイフ．而シテコノ分量以内ニチハ動物

ハ耐へ得ラレ犬二二テハ無症歌ニシテ海瞑二野

テハ不三三ノ三態ヲ現セリトイフ．叉同氏等ハ

腸管内注入ニヨリテ中毒症歌ヲ惹起セシムルニ

ハ大量ノ「ヒスタミン」ヲ要ストナシ夫レノ雪明

ニハ「ヒスタミン」ガ腸管壁ヲ通過スルコトニ

ヨリ解毒サル・モノナリトス．二二中毒症歌惹

起二關シテハMellanby（1）ニヨレバ種：々ノ條件

ニヨリ生罷ノ「ヒスタミン」二封スル抵抗ハ減弱

サル・モノ＝シテ帥チ榮養不良，失i1，個艦

ノ抵抗減弱時ニハ，容易二中毒症歌ヲ惹起ス

トイフ．鷹津氏（lc’）＝ヨレバ家兎二封シ艦：重毎

回100mgノ「ヒスタミン」ヲ投與シ成熟例ニチ

ハ大部二二テ多少不活濃トナリ排便，排尿アル

ヲ見タルノミニシテ著明ノ「シヨツク」症1伏ヲ巴

町得ザリシモ生後1ケ月ノ家兎ニチハ何レモ著

明ノ「シヨツク」置歌ヲ惹起セリトイフ．十二指

腸内投與二就キ試験ヲ行ヘル：Koesler及ビHa－

nke㈹並二Wangensteen及ビ：Loucks（17）ハ犬

ニテ50－100mgノ「ヒスタミン」ヲ注入シタル

後何等ノ中毒症朕；血墜下降ヲ認メ得ズトナ

シ，Mamm’noser， Albi及ビBoyd（18）sヨレバ

「ヒスタミン」ヲ注入スル事前＝「クロロ．ホル

ム」，「エチe一・・ルアルコe一・ル」，四四化炭素及ビ

0．4％ノ塵酸ヲ注入シ然ル後二「ヒスタミン」ヲ

注入セバ二二ハ速進セラレ犬二野シ陛下毎竜

5mgノ「ヒスタミン」量nヨリテモ持綾セル血

歴下降ヲ生ゼシメ得トナス．小腸ヨリ吸牧ノ最

モ迅速ナルハ既二述ペタル所ナルモMellanby．

（1）ノ報告ニヨレパ「ヒスタミン」ヲ注入シテ後腸

聞膜血管ヲ結紮セバ腸内ノ「ヒスタミン」ハ吸牧

セラル・コトナク残存シ．四叉小腸ヨリノ吸牧

速度ハ部位sヨリ同一ナラズトナシ山回虚ノ小

腸ハ三三ヲ良好トナシ乳汁，肉，脂肪等ハ吸牧

ヲ抑制ストイフ．Meakins及ビHarril〕gton（14）

ハ猫ニツキ實験ヲ行ヒコノ成績二二シ同意ヲ表

セリ．静脈内注入，皮下注入及腹腔内注入二就

キテモ動物＝ヨリ分量的關係三二症状ヲ異ニス

ルハ既述セル所ナルモ小腸内注入二關シテモ同

様動物ニヨル差異アリWangensteen及ビLo－

ucks㈹ハ二二於ケル吸牧ハ猫＝於ケルヨリ綾

慢ナリトス．「ヒスタミン」ノ大腸内注入＝關シ

コレヲ見ルニ吸牧ハ極メテ綾徐タルモノノ如

クMeakins及ビHarrington（14）ハ猫二就キ，

：Koskowski及ビKubikowski（19）一犬二封シ50mg

ノ「ヒスタミン」ヲ注入シ強盛ニシテ且停年性ノ

胃液分泌ヲ認四二吸牧サレ1タル「ヒスタミン」ヲ

血中一三テ、。M漏二翻シ列Mフ・然

ルニMellanby¢）ハ大腸内二コ入セル「ヒスタ

ミン」ガ減少スルハ吸牧二非ズシテ細菌性ノ分

解ニヨルモノナリトセリ。

 以上ハ腸管内「ヒスタミン」投與二三スル丈獄

ノー部ニシテ次二「グア＝ヂン」二二スル文献ヲ

渉薇スルニ伊澤氏（20）等ハ疫痢様疾患患晃ノ血

中二安門ト共二「グアニヂン罷ノ増加アリトシ，

コレニョリ痙攣素質ヲ昂進セシムルハ明瞭ナリ

ト述べ疫痢様症三二封シ「グアニヂン」ノ意義ヲ

認メントセリ．倦「グアニヂン」ノ循環器系統二

二スル作用ハ重要ニシテ血管二巴スル文献ヲ見

ル＝Teschendorf（21）ハ蛙血管二封シ牧縮作用

ヲ呈ストナシ黒田氏（22）ハ家兎ノ耳殼血管二丁

シテハ低濃度ニテ損張作用，中等度及ビ高濃度
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ニチハ初期直接張次イデ牧縮作用ヲ現シ，コノ

掻張作用ハ血管蟹大祠1経ノ昂奮ニョリ，』牧縮作

用〉、牧縮神維及ビ血管筋ノ興奮二因ルナラント

ス．西脇氏（23）ニヨレバ家兎耳殻血管二野シ少

量ニデハ攣化ナグ中等：量呉テ牧縮セシメ大量ハ

接張セシムルヲ見ルトナス．大野氏（24）昌ヨレ

バ蛙後肢，家兎脾及ビ小腸ノ血管二謝シ初メ下

張シ後牧縮セシメ稀薄ナル液ハ損張セシムトイ

フ．篠崎氏（25）＝ヨレバ0．005一一〇．05％ノ「グァ

ニヂン」液ハ家兎耳殻血管二野シ掻張的二作用

スルモ濃度ニヨリー様ナラズー般二少：量ニチハ

丁張作用，中等度ニテ牧縮作用，大量＝テ丁張

作用ヲ生ズトナシ叉蛙後肢血管二階スル作用ハ

耳ec ＝＝於ケルト異り濃度ト共二牧縮作用門門ス

トナス．心臓二酉シテハHarnack及ビWitko－

wski（26）ノ實験ヨリ「グアニヂン」ハ心内蓮動中

椹ノ刺戟作用ヲ有スルモノノ如ク黒田氏（22）ハ

青蛙摘出心臓二型シー般＝＝作用弱ク少量及ビ中

等量ハ心機能ノ甲張，大量ニチハ搏動数ノ減少

ヲ招來ストナシ西脇氏（21）ニヨレバ中等量以上

ニテ静脈内二適用スルトキハ＝青蛙及ビ野墓ノ生

禮心臓ノ心搏二型シ多クハ抑堅的二作用シ摘出

心臓ノ心搏二樹シテハ申等量ニテ’充奮作用ヲ示

シ大量ニチハ平屋作用ヲ認メタリトナス．大野

氏（24）ニヨレバ稀薄濃度ノ胃酸「グァニヂン」ハ

摘出蛙心＝￥tシ殆ンド無反鷹ナレドモ申等濃度

（0．5－1．0％）ノ溶液ノ、始メ心筋ヲ刺戟シ僅二三

縮ヲ盛ンニシ後ニハ心臓ヲi緊張性＝静止セシ

メ．濃厚「グアニヂン」ハ初メ輕度二心筋ヲ刺戟

シ心牧縮ヲ旺盛ナラシムルモ遽ニハ麻痺セシメ

心臓ヲ損張性二灘止セシムト：ナス．：Putzey及ビ

Swaen（27）ニヨレバ蛙皮下二硫酸「グアニヂン」

ヲ注射シ中毒初期二子ケル心搏動数ノ輕度ノ増

加，後期二二ケル減少ヲ實験シ増加ハ心内蓮；動

中福刺戟ニヨリ減少ハ麻痺＝ヨルトナス・血二

二關シテハWaele及ビBulcke（28）ハ著明＝上

昇セシメ後胤下降セシムルヲ観察シAIIes（29）ハ

家兎二封シー時的下降トソノ後二持績的上昇ヲ

示ストナセリ．西脇氏（23）ハ家兎血歴二樹シ申

等：量ニテハー時的下降ヲ呈シタル後持績的上昇

ヲ來サシムルモ大量バー時的下降ノ後漸次上昇

シソノ後下績スル下降ヲ示ストイフ．申澤及ビ

阿部氏（30）ハ「グア＝ヂン」ノ血墜上昇作用ハ「グ

アニヂン」ガ臓髄中ノアル中福部ヲ刺戟シテ血

液中ノ血管牧縮物質ヲ増加セシムルニヨルトナ

シStoland（31）ハ血管筋肉ヲ縮少セシメ血墜ヲ上

昇セシムルモノトナス．只黒田氏（22）＝・ヨレバ

「グァニヂン」ハ家兎血堅ヲ下降セシムル如キモ

上述ノ如ク多クノ學者ハ「グアニヂン」＝ヨリ血

塵〉・上昇セラル・モノナリトナス．更二痙攣作

用二關シテハ：FUhner（32）ハ蛙ノ摘出横紋筋二中

等濃度ノ塵酸グアニヂン」ヲ作用セシムル時最

モ旺盛ナル繊維性痙攣ヲ惹起スルモ濃厚ナル溶

液ニチハ最初ハ刺戟ヲ與へ後二至リテハ麻痺作

用ヲ現スモノナリMフ．Gergens及ビBau－
mann（33）ハ蛙，犬及ビ家兎ノ皮下ヌノ・静脈内二

硫酸「グアニヂン」及ビ「メチールグァニヂン」ヲ

注射シ呼吸ノ不整，著明ノ横紋筋痙攣ヲ観察シ

タリ．黒田氏（22）ハ家兎二封シ随意蓮動ノ抑制，

呼吸麻痺，張直性間代性ノ痙攣二二ヲ惹起スト

ナシ，Rossbach（34）ハ家兎静脈二適用シ耳殼，

四肢：一二痙i攣ノ惹起セラル・ヲ認メタリ．「グ

ァニヂン」ノ致死：量二野シテハ皮下二使用シ，

藤野氏（35）ハ家兎＝ハ艦重毎ne 0．39ナリトシ，

Guggenheim（36）モ同様家兎二二シテハ罷重毎妊

O．3－O・59犬二三シテハ0．259，猫二三シテハ0．2

一一Z．25gナリト報ゼリ．

第3：章 試駿材料及試験動物

 1）使用藥品

 盤酸ヒスタミン」，Histaminhydrochloridハ武田化

學三品株式會肚製品ニシテ19宛「アンプル」二封入セ

ラレタルモノヲ使用シ，且開封後ハExsiccator申二

保存シ充分灘氣ヲ受ケザル様留意セリ。該璽酸ヒスタ

ミン」ヲ時計皿二盛リ化學天秤ニヨリ充分正確二秤量

［ 340 ］
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シ實験二供セリ．

 堅酸グアニヂン」，Guanidinhydrochloridハ上述盤酸

ヒスタミン」ト同様武田化學二品株式會耐：製品ニシテ

109瓶入ノモノヲ同学ニシ使用二供セリ．

 2）實験動物

 膿重2「キログラム」内外ノ健康家兎ニシテ商入ヨリ

購入ノ際ハ往kニシテ丁丁朕態不良／コトアルヲ以テ

當教室二四テ豆腐粕四三薯ヲ用ζテ少クトモ1週間町

育シ充分元氣ナルモノヲ選定シ使用セリ．且試験二供

スル日ノ食餌ハ與ヘズ輕ク室腹ノ状態トナシタルモノ

ニ就キ行ヘリ．

第4章十二指腸（或ハ小腸上部）内記入試験

 十二指腸内注入ト構スルモ十二指腸部ヲ結紮

シタルモノニ就キ試験セルニ非ザルヲ以テ十二

指腸ノミヨリ吸牧サレタル「ヒスタミン」ノ中毒

症歌トイフ意味ニ一軸ズシテ十二指腸（凶冷小

腸上部）ヲ主トシタル飛騰部ト看徹シタル場合

ノ「ヒスタミン」ノ中毒症歌ヲ論ゼントス．因二

二教室高橋學士ノ理解ニョレパ小腸ノ最上部二

20ccノ「ヒスタミン」50m9／kgヲ含有セル色素

液ヲ注入シー定時間ノ後開腹シコレヲ検スルニ

1時聞ヲ経過スルトキ該色素ハ既二殆ンド小腸

全般二亘リ浸潤スルヲ認メタリ．コンヨリ見テ

注入「ヒスタミン」ガ大引｝小腸ヨリ吸牧セラル・

事ヲ推察シ得ベシト信ズ．

第1節 試 験 方 法

 1）十二指腸内注入術式

 家兎ヲ背三二固定シ切開ヲ加ヘソトスル腹部ノ毛ヲ

豫メ勇刀又ハ剃刀ヲ以テ充分除去ス．次二右肋骨弓ノ

略申央ヨリ下方二向ヒ直腹筋二李行二約4cmノ皮膚

切開ヲ加へ，一二外斜腹筋，内雨月：筋及腹膜ヲ開キテ腹：

腔二至ル．十二指腸ナルヲ確定スルニハ胃ノ細土スル

ヲ確ムルニアリ．而シテ腹腔二達シ直チニ面部ヲ護見

シ得レバ幸ヒナルモ多クノ場合二於テ目的部ハ胃ノ裏

面二穏レ存スルヲ以テ示指ヲ挿入シ胃ノ裏面ヲ探りテ

十二指腸トノ連リヲ護見シ十二指腸ナルヲ確メタル後

幽門部ヨリ下方5糎鯨ノ部二練ヲ通シ容易二腹腔外へ

引キ出セル檬準備シ且腸管ヲ引キ出スニ必要ナル小切

開創ヲ残シ筋及皮膚縫合ヲナシ手術ヲ終ル．

 2）症二二起用毒素液

 盤酸ヒスタミン」叉ハ盤酸グアニヂン」ノ所要量ヲ

0・85％ノ生理的食盛水20cc二溶解シ，38．0。C－40．0。C

二加州シ，コレラ同襟二豫メ加温シ置キタル注射器二

吸入シ，上述ノ如ク準備セル家兎ノ十二指腸部ヲ僅二

引キ出シ腸内へ徐々二注入シ，注入終レバ腸管ヲ腹腔

二錦納シ切開創ヲ縫合シ腹腔ヲ閉シ症状ヲ観察ス．

 3）症状観察

 症状二關シ最モ目標トセシバ血墜ノ攣動ニシテ其他

呼吸困難，下痢，痙攣，脹搏等ヲ併セ観察セリ．遍歴測

定ハ下記ノ如クニナセリ．自ロチ旧位二固定セル家兎ノ

腸管内注入豫備手術ヲ終りタル後頸動脈ヲ露出シ（左

側頸動脈ヲ使用セリ）硝子製「カニユーレー」ヲ揮入シ

「ゴム管ニヨリ水銀マノメーター」二接写ス．「カニユ

ーレー」挿入部ノ末梢部ハ勿論結紮ス．「カニユーレ

ー」ノ内面ニハ「パラフィン」ヲ鍍シ「ゴム管及「マノメ

ーター」内ニハ8％絢構酸曹達生理的食盛水ヲ充シ血

液ノ凝固ヲ防止ス。「マノメーター」ノ水銀面上二三ベ

ル「コルク」製「フロート」上二立ツ硝子三三及紙ペン」

ニヨリ「キモグラフイオソ」ノ煤紙上二刻々二化スル血

歴ヲ描カシム．「マノメーター」二使用セラレアル活栓

ハ血墜ノ上昇二二シ往々腕出シ來リ晶晶酸曹達液ノ大

漏出ト血液ノ逆流シテ大失血ヲ招來シ實験ノ中絶ヲ餓

儀ナクセシメラル・コトアルヲ以テ「ゴムバンド」ニョ

リ活栓ヲ墜迫シ脱出ヲ防止スル様工夫セリ．

 上述ノ如ク血液凝固二封シ防止方法ヲ講ズルモ長時

間ノ経過ヲ観察スルニ當リテハー麿ノ注意ヲ要スルモ

ノニシテ詳細二開シテハ第1編第5章二三ベタリ．債f

試験液注入ハ準備手術後略30分間血墜ヲ観察シ其ノー・

定トナルヲ認メタル後之レヲ行ヒタリ．

     第2節 試 験 成 績

 試験成績ヲ封照試験，本試験及ビ反覆注入試

験ノ3種＝分ツ．即チ封照試駿ハ腸管内注入二

要スル手術二封スル家兎ノ症状ヲ観察スルモノ

ニシテ「ヒスタミン溶液ノ代りニ生理的食野水

ヲ注入セリ．本試験ハ「ヒスタミン溶液ノ腸管

内注入ニシテ反覆注入試験ハ「ヒスタミン溶液

ヲ腸管内へ反覆注入セル場合ナリ．
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     第1項 樹 照 試 験

 家兎ノ腸管内へ「ヒスタミン溶液ヲ注入スル

際＝生ズル血塵下降ソノ他ノ症歌ガ「ヒスタミ

ン」ノ中毒症歌ナリャ將叉開腹手術等湿田ル影

響二丁ラザルヤヲ確メントセルモノニシテ2例

ニツキ試験シ，軍二生理的食呼水20ccヲ小腸

内二注入セルニ第1表，第1圖，第2表及ビ第

2圖（附圖第1圖参照）＝．示スガ如ク開腹手術ノ

ミニチハ血歴ソノ他二封シ殆ンド影響ヲ及ボサ

ザルモノナルヲ見タリ．

第1表 生理的同塵水ノ腸管内注入ニヨル封照家兎ノ症歌

家兎
番號

659

655

膿 重
（kg）

2．060

2．000

性

s

6

注  入 液

生理的食盤水20cc

生理的食盤水20cc

三野降1雌上昇痙攣
呼吸困難 下 痢 轄 錦

生

生

第1圖  生理的食盤水腸管内注入ニヨル封照家兎ノ血堅
     生理的食盛i水20cc
      腸管内注入
触緯磁 ↓             懇
                          659
120

100

80

60

40

20

10St．

6S5

o 2 4 6 8

家兎番號

謹  重

第2表
 659 6

 2．060kg

樹上家兎ノ症歌

 生理的食璽水20cc注入

 轄臨 生

経過時間 注入前
1hoO！ 2hoO！ 3hoOノ 4hoO！ 5hoO！ 6hoO， 7hoO， 8hoO！

血墜mmllg 130－126 130－126 130－126 130－126 130－125 130－125
    1
P30－125130－125・130－125

8

呼 吸 敷 32 54 48 56 54 50 50 50 50

脈搏 数 340 240 230 230 230 230 230 230 230

下   痢 一 一 一 一 一 一 鯛 一 一

痙   攣 幽 一 剛 一 一 一 幽 隔 一

呼吸困難 一 『 一 闘 一 一 一 一 鞠

注意：圏ノ血墜曲線ハ最大，最小血歴ヲ李均セル値ニツキ描ケルモノナリ．
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第2圖  封照家兎ノ血墜，脈搏：，呼吸

暖鑑巖

gl
120 goo 120

iOO 250 too

80 200 80

6e 150 60

4D 100 40

20 sc 20

e o o

生理的食盤水20Cc

  ，
”一一一一

〟C

家兎 659號δ

肴豊重   2．060kg

＿。照／

s

N

x
s

b一心＿

 ’．e一一一一一一一e”一一一．“一一一一e一一一一e一一一一一〇r一一一一一一e一一一一e一一一一e一．一
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／

o 2 4 6 8 IO時間

     第2項 本  試  験

 第3表山回十二指腸内「ヒスタミン」注入例ノ

11例二就キ症歌並二轄齢ノ概略ヲ記シタルモノ

ニシテ血歴二關シテハ2例ニテ上昇ヲ認メタル

モ大分ハ下降ヲ示セリ．呼吸困難，下痢ヲ二二

セル例ハ多シトスルモ痙攣例ハ少キモノトス。

叉死亡＝要スル経過時聞脚長ク旧時聞ヨリ十数

時聞二及ビ比較的確實二著明ノ中毒症歌ヲ惹起

セシメ家兎ヲ死亡セシムルニハ髄重毎冠50mg

ノ「ヒスタミン」ヲ要スルモノノ如シ．
  e

第；3表  十二指腸内「ヒスタミン」注入例ノ中毒症歌

家兎

ﾔ號
艦 重
ikg） 性

ヒスタミン
img／kg）

血駆下降
@（％）

血駆上昇
@（％）

痙攣 呼吸
｢難
下痢 轄   饒

566 2，100 ε 150 ＋（100・0）
『 十 十 一 48分後死

687 2，500 ♀ 60 ＋（100・0）
一 一 十 一 5時間30分後死

688 2，000 ♀ 50 ＋（100・0） ＋（14・4） 十 十 十 13時間後死

573 1，850 δ 50 ＋（100・0）
一 一 十 脚 4時聞18分後死

585 2，350 ♀ 50 ＋（48・0）
一 一 十 口 生

587 2，130 ♀ 40 ＋（49・0）
一 一 十 十 生

588 2，030 ♀ 40 ＋（29・4）
闇 一 十 十 生

574 1，860 δ 25 ＋（13・2） ＋ （2・7）
一 一 十 生

577 1，980 ＄ 25 ＋（29・4）
一 一 十 十 4日後死

592 1，960 8 25 ＋（25・6）
一 一 一 一 生

591 1，980 ε 15 ＋（17・5）
一 一 醐 一 生

注意：血歴下降並二上昇％二丁入前ノ血屋二封スルモノナリ．

第3圖ハ血堅降下著明ナリシ例ノ血堅曲線ニ

シテ第4表並二第4圖（附圖第2圖参照），ソノ

中ノ死亡セル1例ニテ第5表並二第5圖ハ生存

セル例ニテ何レモ梢詳シク症歌ヲ示セルモノナ

リ．
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第3圖「ヒスタミン」十二指腸内注入ニヨリ著明ノ血璽降下ヲ認メタル例ノ血歴

Carotis－Druck
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第4表  「ヒスタ、ミン」十二指腸内注入ニヨル例（死亡例）ノ症朕

   家兎番號  573 6    「ヒスタミン」50mg！kg

   騰  重  1．860kg   轄 鶴 4時聞18分後死

経過時間

亭亭mmHg

呼吸 乱
脈二一数
下   痢

痙   攣

呼吸困難

注入前

104－100

70

260

30
1

94－91

82

280

ihoo’

80－78

60

190

2heoi

69－67

60

210

十

3hoo’

30－28

48

210

十

4hooi

26－24

 40

150

十

4hlsi

o

第4圖  「ヒスタミン」十二指腸内注入ニヨル例（死亡例）ノ血堅，脹搏，呼吸
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第5表   「ヒスタミン」十二指腸内注入＝ヨル例（生存例）ノ症状

   家兎番：號  588 ♀   「ヒスタミン」40mg／kg

   懐呈   重    2．030kg       車專  留誌     生

経過時間

血墜mmHg
呼 吸 数

脈搏 数
’下   痢

癌   攣

呼吸困難

注入前

102一一98

 98
 300

30
ノ

83－81

 80

290

1hooi

71 一一 69

 60

260

2hoOノ

78－76

 70

270

3hooi

94－92

 60

270

4hoOノ

98 一96

 52

280

第5圖  「ヒスタミン」十二指腸内注入ニヨル例（生存例）ノ血璽，脹搏，呼吸

呼 狐 血1
吸 捕 厘

【：    H・tt・min 40：ng／kg

1

120 SUO 120

iOO 250 100

80 200 80

60 150 60

40 100 40

eo so 20

0 0 0

 i
一 一一一’一’O一一

   ’e

   家暁 588號9
        骨豊重    P．030kg
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＼
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U

 第4表並二第4圖ニヨレバ初期ニー過性ノ脈

搏数増加並＝呼吸数増加ヲ認ムルモ第5表並二

第5圖ノ凝念輕度ナリシ例ニチハ増加ヲ認メ

ズ，且血歴ハ何レモ上昇ヲ認メズ．

2 3 子時間

 第6圖ハ血塵下降ノ輕度ナリシ例ニシテ長キ

ハ4時闇短キハ1時聞30分ニシテ血墜ハ元二恢

復セリ．

第6圖  「ヒスタミン」小腸内注入ニヨリテ血墜下降輕度ナリシ例ノ血塵
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     第3項反覆注入試験
 「ヒスタミン」ハ反覆注入ヲ行フ時ハ初回以後

ノ注入二士シテハー般＝中毒症状ヲ認Sザルカ

叉ハ輕度ニシテ著明ノ血歴下降ヲ件フコト勘ク

          第6表

静脈内注入，腹腔内注入二於テ見タルト同様ニ

シテ十二指腸内注入二於テモ第6表並二第7圖

二見ル如ク初回以後ノ注入二身シテハ影響ヲ受

クルコト勘シ．

十二指腸内「ヒスタミン」反覆：注入例ノ症1伏

家兎
ﾔ號
盟 重
ikg） 性

ヒスタミン
img／kg）

血駆下降
@（％）

血墜上昇
@（％） 痙攣

呼吸

｢難
下痢 轄 蹄

568 1，935 3 50×2 ＋（26・0） ＋（10・5）
一 一 一 翌日死

417 2，430 10×1
Q0×1

＋（35・3）
一 一 一 一 生

416 2，040

♀一♀

2．5×3
V．5×1

＋ （8・3）
一 騨 幽 一 生

注意：50×2トアルハ50mg／kgヲ2回注入セル意．

第7圖
 Carotis一一Druck

  rnmHg

120

100

80

60

40

2．n

十二指腸内「ヒスタミン」反覆注入例ノ血歴

  コヨヒ のロ

ー琶↓レ…一一一一一一馨轟
               416   噛。’“

 ↓↓
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L一．一一一一LH－L“一．
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01234S67 SSt
第5章 大腸（或ハ小腸下郡）内油入試験

     第1節 試 験 方 法

 十二指腸内注入ト異ルハ腸管ヲ露出セシムルニ要ス

ル手術ノミニシテ血墜測定，其他症朕観察，毒素液調

製等ハ第4章ノ夫レト同様ナル様二行ヘリ．但シ大腸

内注入ト繕スルモ大腸ノ容積僅少二見ラル・ヲ以テ廻

腸ノ最下部面「ヒスタきン溶液ヲ注入シ大腸二移行セ

シムルコトbナセリ．コレラ以テ大腸内（或ハ小腸下

部内）注入ト繕ス．

        第7表

 大腸内注入術式：

 家兎ヲ背二二固定シ下腹：部ノ毛ヲ豫メ剃刀叉ハ勢刀

ニテ充分除去シ戸戸十二於テ約4cmノ皮膚切開ヲ行

ヒ筋層ヲ経テ腹腔二至ル．上行結腸叉ハ盲腸バー見シ

テ他1・識別シ得ルヲ以テコレ等ヲ辿レバ廻盲腸部ヲ護

見スベシ，依ツテ廻腸ノ最下三二準備セル「ヒスタミ

ン溶液ヲ徐々二注入ス．

     第2節 試 験 成 績

大腸（或ハ小腸下部）内「ヒスタミン」注入例ノ症欣

家兎

ﾔ號
膣 重
ikg） 性

ヒスタミン
img／kg）

血駆下降
@（％〉

血駆上昇
@（％） 痙攣

呼吸

｢難
下痢 轄 蹄

一590 1，870 ♀ 50 ＋ （5・9）
一 一 一 生

595 2，390 ♀ 50 ＋（13・3）
一 麟 一 一 生

589 2，040 ♀ 40 ＋（28・6）
唄 嗣 十 一 生

578 2，150 ♀ 40 ＋（25・9）
一 一 一 一 生

［ 346 ］



各種態用方法相違ニヨル「ヒスタミンu申毒症歌ノ比較試験成績 3727

’第8圖 大腸内注入例ノ血肝

 みゆセ  じ  

 mmHg Htstamin

     ↓120

100

80

oo

40

20

一・一 ﾒ一

一“一一一一一4一．一
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メ4二’
撃戟G
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一一Z一一 一〇一一 一 590

o 1 e s 4St

 第7表並第8圖二子テ見ル如ク大腸内注入二

於テハ十二指腸内注入二比シ血歴下降ソノ他ノ

症歌緩和ナル如ク且試験例ノ何レモ生存セゾ．

 コレノ代表例トシー595號家兎ノ呼吸及ビ脈搏

ソノ憎憎1伏ヲ見ルニ第8表並三第9圖ノ如ク血

屋ハ略2時間30：分後マデ下降ヲ縫績セルモ爾後

恢復二轄ジ脈搏数ハ30分後ニチハ僅二増加セル

モ1時聞後ニハ減少シ3時間後マデ減少セルモ

爾後恢復二韓ジタリ．呼吸数ハ1時間後二於テ

著明二増加セルモ呼吸歌態安静ニシテソノ後不

安定z歌態ニテ増減アリタ7Vモ漸次恢復セリ．

第8表  「ヒスタミン」大腸内注入例ノ症歌

家兎番號  595 ♀   「ヒスタミン」50mg／kg

腿重2．390kg 淫風 生
経過時間

血厘im皿Hg

呼 吸 野

竹 搏 数

下   痢

痙   攣

呼吸困難

注入前

117一ユ10

76

240

30
1

ユ18－99

78

250

ihoo’

ユ19－99

88

230

2hooi

110－90

48

200

2h30i

109－89

75

200

3hoOノ

114－94

 60

200

第9圖
 暖難曲
 1 ii

i；o s60 i；o

100 250 100

80 2co 80

60 15e 60

40 100 40

20 rJo 20

G  O  O

「ヒスタミン」大腸内注入例ノ血堅，脈搏，呼吸

Histamrn 50mg／kg        家1兎 595號♀

 ↓    糎2・390kg

 ・一〇一’     唱・、

     、亀。㌔噛噛
    ノ＼、  、℃一．＿。．＿つ．一．
   ロィノ

  ＼／八レ

o 1 2 3 4時間

第6章rグア昌ヂン」添加注入試験

前述セル如ク疫痢様唱歌時二於テハ患見血申

二「グァニヂン」ノ増加アリトスル報告ヨリ「ヒ

スタミン」＝「グアニヂン」ヲ添加注入シ試験ヲ

行パントセリ．而シテ封照試験ノ意味ヲ以テ，

［ 347 ］
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先ヅ「グアnヂン」ノミ注入セル結果ヲ観察シ次

鴇1uゼズタミンコト共二注入ヲ行ヒタリ．

 働一  第1節 試 験 方 法

 「グアニヂソ」軍濁注入ニチハ盤酸グアニヂソ」ヲ時

計皿畠盛リテ所要量ヲ正確二秤量シ0・85％ノ生理的食

，贈水20cc二溶解シ38・OQC・’一40r・Qt。C二加温シ上述第

4章ノ場合ト同檬ニシテ注入シ血墜測定ソノ他ノ症賦

ヲ観察ス．「七スタミソ」二添加シ注入スル際ニチハ臨

．酸グアニヂン」及ビ盤酸ヒスタミン」ノ所要量ヲ夫々上

述ノ如ク正確ユ秤量シ0・85％生理的食盤水20cc申二

爾者トモー十二溶解セシム，コレラ前述ノ如ク加温シ

テ注入シ血歴測定ソノ他ノ症状ヲ観察スルコトトセ

リ．

   第2節 十二指腸（或ハ小腸上部）

         内注入試験

  第1項「グァ＝ヂン」軍猫注入試験

 第9表ム就キ見レバ4例中2例ノ死亡例ア
リ．rグt7・・’ヂンJ’＝＝ハ毒性アリテ梢々長時間ノ

経過ニヨリテ死亡スルヲ見ル．血歴ハ上昇ヲ認

ムルコト多キモ程度輕ク痙攣ヲ惹起セルハ1例

＝シテ呼吸困難ヲ招來セルハ2例ナリ，下痢ヲ

生ゼシ例ナシ。

第9衷’「グアキヂン」軍民注入例ノ症状

家兎

ﾔ號
膣 重：

ikg） 性
グアニ’ヂソ
img／kg）

血摩下降 （％）

血墜上昇
@（％） 痙攣

呼吸

｢難
下痢 轄   曝

一618 1，550 ♀ 45 一
＋ （4・4）

一 一 一 生

649 2，050 ε 45 ＋（100・0）
一 十 十 一 5時間40分後死

648 2，200 ε 80 ＋（100・0） ＋（1・8）
卿 十 一 18時間20分後死

620 1，800 δ 40 ＋ （3・3） ＋ （5・4）
一 一 一 生

  第10圖「グア＝ヂン」二二注入例ノ血堅
しれぎむロ コリアヒユ  

 mmHg    GuanTdin
120

100

80

60

40

20

             家兎

H一一一

k； ／’s ・一s一一N－H di U’ 垂狽

二∴＝’N’豊窯こ’●一一一一●一一一一e一・一一・’＋’6斗8（18時間20分後死）

  trt “’一一一一”｝一一へ、．z            一、os 一・｝一  620

649

 二二曲線ノミヲ見ル・a eelO圖ノ如ク血墜下降

作用少ク上昇作用ヲ有スルモノナルモ但シ死亡

スル際ニチハ漸訳血堅下降ス．

 第10表及ビ第11圖ハ第618號家兎ノ症歌ヲ多

少詳細二十セルモノニシテ血墜ハ僅＝上昇ヲ認

メ脈搏数輝輝二減少スル傾向アリ呼吸＝ハ攣化

ヲ認メザリキ，且下痢，痙攣，呼吸困難ヲ惹起

セズ（附圖第3圖参照）．

0123456 7St
 第10表 「グア昌ヂン」輩猫注入例ノ二階

家兎全野  618 ♀   「グァニヂソ」45mg／kg鱒露  生
畳豊   重    1．550kg

経過時間

血墜mmH：9

呼 吸 数

回 樽 山

下   痢

’痙   攣

呼吸困難

注入前

120一一110

36

260

ihooi

125－115

34

240

2hoOノ

123－113

3hoo’ 4hoo’

36

260

119 一一 109

36

240

120－110

36

240

shooi

120－110

36

240

［ ’sc8 ］



各種懸用方法相違ニヨル「ヒスタミン」中毒症朕ノ比較試験成績 372－9

第11圖 「グアニヂン」箪猫注入例ノ血肥脈搏，呼吸

暖舞墨
l l
：i  ・囎n・d・n45・・！kg

l i
：20 300 120

100 250 100
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60 15e 60

‘ro 100 40

20 50 20

e  o  e

一一y／Nx－sw：！m

●．・脚一 Z、       カ、

   、α”o一 一一一つ， ，一’o幽9

家兎 6董8號9
骨豊重   1．5501cg

一一〇一一        一一〇一一 騨略r曾・中・騨噂《》隔 一
  －一く戸嶋●

0至23456時闇
  第2項 「グアニヂン」添加注入試験

 ’B11表二示スガ如ク「ヒスタミン」及ビ「グァ

ニヂン」ノ種々ナル混合比ニヨリ注入ヲ行ヒタ

ルニ何レモ高率二申毒症駄ヲ現出セシメ且比較

的二持績的ナル血歴上昇ヲ認メ得タリ．且夫々

軍猫二注入セルwa ：テハ中毒症駄ヲ惹起セシメ

得ザルベシト思考サル、少量ニチモ血判上昇及

ビ痙攣，呼吸困難，下痢ヲ生ジ数下闇乃至十数

些些後二発ル．血歴上昇ハ軍十二「グア＝ヂン」

ヲ注入セル時二比シ格段ノ差異ヲ以テ上昇ヲ示

セリ，コレ等何レモ協同的相乗的關係ト思考セ

ラル．幽幽下降性物質ナル「ヒスタミン」モ「グ

アニヂン」＝混合シ使用スル時津血墜上昇ヲ認

メルコト多キハ第11表ノ示ス所ニシテ，且痙攣

ヲ惹起不ルコトモ軍猫注入ノ際二比シ著シク著

明トナレリ．

第五1表 十こ指腸内「ヒスタミン」及「グアニヂン」混合注入例ノ軍歌

家兎

ﾔ號
隣 重
ikg） 性

   （m9／kg）「ヒスタミン」「グアニヂソ」

@  （重量比）

血駆下降
@（％）

血駆上昇
@（％）

ρ  呼吸痙攣

困難 下痢
轄  錦

609 1，950 15  30
i1・2）

＋（100・0）
一 十 十 11時間9分後死

614 3，300

○こ♀

30  100
i1：1％）

＋（15・5） ＋（28・3）
剛 十

十｛十

翌日死

613 2，800 6
30  90
i1・3）

＋（100・0） ＋（15・4） 十 十 一 1時聞20分後死

605 1，960 30  45
i1・1％）

＋（100・0）
一 十 一 3時間33分後死

608 2，250

♀｝♀

30  45
i1・1％）

＋（100・0） ＋（38・1） 十

十一十

十 13時闇32分後死

640 2，300
30  45
i1：1％）

＋（22・0）
一 十 一 一 翌日死

600 1，810

♀『♀

30  30
i1・1）

＋（16・9） ＋（18・0） 十 十＝葡 生

641 1，850 ♀
40  80
i1・2）

［＋（100・0） ＋（48・9） 十

十一十

12時間2分後死

646 1，900 ♀ 1？，10 け（・・α・）
1

＋ （7・2） 十 十 一
3時閲53分後死      旦

 第12表及ビ第12圖ハ血墜ノ著明ノ上昇ヲ認メ

長時聞ノ経過ノ後＝死亡セル例ノ1例＝就キ

梢々詳細二記載セルモノニシテ「ヒスタミン」

30mg／kg及ビ「グアニヂン」45mg／kgニテ著明

ノ中毒症歌ヲ認メ注入30分後ニハ呼吸，脈搏共

一二三ヲ増加シ後減少シ2時間後ヨリ13時闇後

マデハ比較的攣化ナクコノ闇二下痢及ビ痙攣ヲ

認メタリ．血歴ハ約2時間宇後ヨリ上昇シ始メ

［ ・349 ］



3730 山 田

11時間後＝ハ冠註血堅トナリシモ更＝下降スル

コト急激ニシテ13時闇32分ニシテ死亡セリ（附

圖第4圖参照）．

第12表  「ヒスタミン」及「グアニヂン」十二指腸内注入例ノ1例

      （長時聞ノ経過後死亡セル例ノ症歌）

   家兎番號i 608 ♀    「ヒ」30mg／kg「グ」45エng／kg

   髄  重  2・250kg   轄臨13時間32分後死

経過時間 注入前
2hoOノ 4hoOノ 6hoOノ 8hoO！ 10hoO！ 12hoOノ 13hoO！ 13h32ノ

血歴mmHg 117－108 120－110 130－120 156－150 155－149139－135 93－91 61－59 0

呼 吸 数 64 78 54 64 42 148 42 40

脈搏 激 250 200 150 200 190 160 140 140

下   痢 一 十 十 十 十 十 十 十

煙   攣 一 一 一 十 十 一 一 一

呼吸困難 一 十 一 一 一 十 十 一

第12圖「ヒスタミン」及「グアニヂン」十二指腸内混合注入例ノ1例

    （長時聞ノ経週後死亡セル例ノ血塵，脹搏，呼吸）

瓢
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第13圖「ヒスタミン」及「グアニヂン」十二指腸内混合注入例ノ血紅

          （長時間後死亡セル例） ・
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各種懸用方法相違ニヨル「ヒスタミン」申毒症状ノ比較試瞼成績 3731

 第13圖ハ長時間ヲ要シ死亡セル3例‘3種ノ血

墜曲線ニシテ608號ハ上述セルモノニシテ持績

的血墜上昇ヲ示シ641號ハ短時間ノミ一三上昇

ヲ認メ609號ハ血駆上昇ナクシテ漸次血塵下降

シ死亡セリ．

 第14圖ハ注入後短時闇ニシテ死亡セル例ニシ

テ646號ハ注入後1時二二ヨリ二度ノ血塵上昇

アリ，613號ハ30分後，一過性上昇ヲ認メタリ，

605號ハ2時聞後上昇二蒋ジタルモ虚血墜二至

ラズ更二下降セリ．

第14圖 「ヒスタミン」及「グアニヂン」混合十二指腸内注入例ノ血塵

          （短時聞後死亡セル例）

Caratis－Druck
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go
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 第13表及ビ第15圖ハ急症期ヲ脆シー時生存セ

ルモ後＝死亡セル例＝シテ血塵ハ注入後2時間

迄ハ下降セルモソノ後上昇二韓ジ績キテ高血堅

ヲ保ツ，脈搏ハ1時間後ニハ僅二籔ノ増加ヲ示

セルモソノ後減少シ呼吸数ハ注入後ヨリ漸次二

増加シ血塊ノ最モ高キ4時間後二於テ最モ多シ

以後原呼吸二戻レリ。

SS 13表 「ヒスタミン」及「グアニヂン」混合十二指腸内注入例ノ1例

家兎番號

膣  重

 （一時生存セル例ノ症月犬）

614 9 ri j 30mg／kg， r iet“j IOOmg／kg

3．300kg   轄露翌日死

経過時間

血墜mmH9
呼 吸 歎

脈 搏 歎

下   三

等   攣

呼吸困難

注入前
lhooi

   1
122－112114－106

36

260

48

270

2hooi

104－100

48

250

十

3hoOノ

145 一 135

60

230

十

4heo’

147－141

68

230

十

shoo’

133－127

60

230

6hooi

127－101

48

210

7hooi

105一一99

 36

210

［ 351 ］
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第15圖 「ヒスタミン」及「グアニヂン」混合十ご指腸内注入例ノ1例
   （一時生存セル例ノ血堅，脈搏：，呼吸）
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 第16圖ハ生存セル2例2種ノ血璽曲線ニシテ

600號ニチハ614號二似島ル型ヲトリ注入後一時

血屋下降セルモ1時間後ヨリ上昇昌韓ジ2時間

後ヨリ4時間後マデ高血墜ヲ保チソノ後略原血

第16圖

4 6 s 10時聞

aj ：復ス．640號ニチハ1時間後マデニ20％ノ

血厘下降ヲ認メタルモソノ後下降モ上昇ヲモ認

メズシテソノ儘持績セリ．

「ヒスタミン」及「グアニヂン」混合十二指腸内注入例ノ血墜
        （生存セル例）
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      ．一か．．。．●        640｝一一一．

     tr’ ’hsN
・一一唱r ?                       ＼

  x  X ．i ’．一 一．．e一一一一一 e一一一一． 600
  ”’V． 一e一一＊一一v“Kyt．一一一一．一一 an
   ヴ

 ゆハ
G盛dm
↓

0123456789 10St．
  第3節 大腸（或ハ小腸下部）内

   「グア＝ヂン」添加注入試験

第14表＝見ル3例ニョレバ大腸内注入＝於テ

モ同様二血璽上昇ヲ認メ得ルモノナレド痙攣，

呼吸困難，下痢等ヲ認ムルコト少キが如シ．

第14表  「ヒ．スタミン」及ビ「グアニヂン」混合大腸内注入例ノ症状

家兎

ﾔ號
燈 重
ik9） 性

    m9／k9「ヒスタミン」「グアニヂソ」

@   （重量比）

丁丁下降
@（％）

 ｝一

結?繽ｸ
@（％） 痙攣

1呼吸

｢難
下痢 轄  蹄

617 1，540 ♀ 25 37．5
i1：1％）

＋（100・0） ＋（27・1）
一 十 一 8時間14分後死

610 1，780 ♀
30  45
i1：1％） 一

＋（28・6）
一 一 冑 翌日死

611 1，800 ♀
40  60
i1：1％）

＋（23・0）
闇 一 一 十 生

［ 352 ］



各種懸用方法相違ニヨル「ヒスタミン」中毒症状ノ比較試験成績 3733

 第15表及ビ第17圖二見ルハ上述ノ死亡例ニシ

テ血塵ハ注入後僅二下降アレドモ大一大シタル

攣化ナキモ4時聞後頃ヨリ上昇二一ジ5時闇30

分後ニハ最モ高血堅トナレルモ瞬時二下降シ8

時間14分後死亡セリ．一三：ハ1時闇後僅二増加

セルモソノ後減ジ呼吸数ハ増加スルコトナク漸

次二減少セリ．

第15表「ヒスタミン」及「グアsヂン」混合大腸内注入例ノ1例（死亡例ノ症歌）

      家兎三重  617 ♀    「ヒ」25mg／kg，「グ」37．5mg／kg

      鰹  重  1・540k9   轄録 8時間14分後死

経過時聞 注入前
1hoO！ 2hoO！ 3hoO！

@「

4hoO！ 5hoOノ 5h30！ 6hoO！ 7hoO！ 8hoO！ 8h14！

血駆mmHg 119－115 120－112 117－110 113－106 120－110
    「
P30－110160－140139－107

「132－102
65－55 0

呼 吸 数 64 62 36 48 44 40 42 38 32 18

脈榑 敷 240 250 240 230 200 190 190 170 150 120

下   痢 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

甕   攣 一 一 一 一 一 一 鞘 一 一 一

呼吸困難 一 一 一 一 一 一 胸 十 十 十

第17圖 「ヒスタミン」及「グアニヂン」混合大腸内

   注入例ノ血墜，脈搏，呼吸（死亡例）
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 第16表及ビ第18圖ハ生存セル例ニ

シテ血豆ハ注入後2時聞マデ下降セ

ルモソノ後恢復シ5時間以後＝ハ原

血堅二復シタリ．本読ニチハ著明ノ

血忌上昇ヲ認メザリキ．

 呼吸及ビ脈搏：歎ハ1時間後ニハ僅

ニーﾟ性ノ増加ヲ認メ得タルノミニ

シテ前者ハ4時闇後原呼吸二恢復シ

後者ハ4時間以後原脈搏藪ヨリ稻綱

島キ数ニテ持績セリ．

o 2 4 6 s時間

第16表 「ヒスタミン」及「グアニヂン」混合大腸内注入例ノ1例（生存例ノ乱臣）

      家兎番続 611♀  「ヒ」40mg／k9「グ」60mg／k9
      畳豊    重    1．800kg       車專 留書   生

経過時間

血墜皿mH9

呼 吸 数

脈 搏 歎

下   痢

座   攣

呼吸困難i

注入前

lo4－g4

40

320

iheoi

90－82

M
330

十

2hooi

80 一一 72

42

290

3hoo／

83－76

32

280

十

4hoot

98 一90

40

300

shooi

105－95

40

290

6hooi

105 一95

 40

300
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第18圖
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面7章総括並認考按

 以上ヲ総括シ見ルニ次ノ如シ．EPチ「ヒスタ

ミン」ヲ家兎ノ腸管内二注入シ血墜，呼吸，脈

搏，下痢，痙攣等二二シ槻察ヲ行ハントシ先ヅ

封照試験トシ手術＝ヨル影響ヲ槍セルニ腸管内

注入二七スル腸管露拙及ビ生理的食盤水注入ノ

操作ノミニヨリテハ回歴ニハ攣化ヲ惹起セシム

ルモノニ非ザルヲ知り得タリ．依ツテ次二十二

指腸内二「ヒスタミン」ヲ注入セル所詮50mg／kg

ニテ著明ノ血屋下降，痙攣，高率ノ呼吸困難，

少数乍ラ下痢ヲ生ジ，死亡ニハ激時聞ヨリ十数

時間ノ長時間ヲ要シ「シヨツク様二二ヲ呈セザ

リキ．50mg／kg以下ニテ死亡セザル例ト難モ

著明ノ血璽下降ヲ惹起シ下痢ヲ生ゼリ．帥チ第

1編ノ静脈内注入及ビ第2編ノ腹腔内注入二比

シ「シヨツク様症朕ヲ呈セズ高率ユ血塵下降ヲ

惹起セシメ中毒症歌ヲ招來セルハ興味アル事實

ニシテ疫痢様症歌が腸管内細菌ノ産生セル「ヒ

スタミン」ニヨリ惹起セシメラルトスル読二i封

シ重大ナル意義ヲ表スルモノト云フベシ．

 叉十二指腸内二「ヒスタミン」ヲ反覆シ注入ス

ル際ニアリテハ静脈内及ビ腹腔内注入二三ケル

ト同様二2回目注入以後ハ反鷹ヲ生ズルコト妙

シ．次二疫痢ハ主トシ大腸内ノ病攣ニヨリテ生

ズ1・ナス読アルヲ以テ大腸内二「ヒスタミン」ヲ

注入シ観察セルニ．三三下降ヲ惹起セシムルハ同

様ナルモソノ程度及ビ中毒症歌ハ小腸内注入二

比シー二二緩和ナルモノノ如ク思考セラル．コ

レ三三ノ遅速ニヨルモノナラン．倦以上ノ成績

ニヨレバ「ヒスタミン」ノ腸管内注入＝ヨリ血1璽

ハ時二上昇ヲ示スモー二二下降ノ傾向ニアル所

ニシテ臨床上ヨリ見ル疫痢様症歌獲現時ニハ血

厘ハ下降スルモノアルモ時二正常ナルカ叉ハ多

少ノ上昇ヲ見ルハー般ノ認ムル所ナルヲ以テコ

ノ窯ニツキ更二考究セントシタリ．EPチ疫痢様

症状時二於テ樹一種ノ有毒アミン」タル「グアニ

ヂン」ガ血中二；檜加スルトナス報告ヨリ「グアニ

ヂン」ヲ「ヒスタミン」二添加シ注入ヲ行ヒ血塵

ノ攣化ヲ観察セントシ，先ヅ樹照試験ノ意味ヲ

以テ「グアニヂン」ノミヲ家兎十二指腸内二注入

セルニ元來血墜上昇性物質ナリトサレ’タル「グ

アニヂン」モ六二5％籐二達スル血歴上昇ヲ見

タルノミニシテ4例申1例ノ痙攣，2例ノ呼吸

困難ヲ認メ2例ノ中毒死ヲ見タリ．次二「ヒス

タミン」及ビ「グアニヂン」ヲ混合シ注入ヲ行ヘ

ルニ夫々ヲ輩猫二注入セル場合二比スレバ驚異

的ノ凹凹上昇値ヲ示スヲ知レリ．且血墜上昇ノ

次二來ルハ下降＝シテ9例中8例ノ死亡ヲ見タ

ルモ何レモ徐々昌中毒症状ヲ護現シ「シヨツク
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症状ヲ呈セズシテ死亡セリ．腸管内注入ニヨリ

「ヒスタミン」面諭ニテ著明ノ中毒症歌ヲ惹起セ

シムルニハ50mg／kgヲ要シ，「グアニヂン」軍

猫ニチハ40mg／kgニヨリテモ中毒症猷ヲ護現

セシメ得ザリシモ爾者ヲ混合シ注入セル場合ユ

アリテハ「ヒスタミン」15mg／kg，「グアニヂン」

30mg／kgニヨリテモ著明ノ中毒症歌ヲ招來シ

動物ハ死亡セリ．中毒症状ヲ獲現世シムルニ最

モ有効ナル爾者混合ノ割合ハ「ヒスタミン」二樹

シ「グアニヂン」1倍孚乃至2倍ヲ要スルモノノ

如シ．コノwa ：アリテハ痙攣ヲ招來スルコト多

ク且比較的持綾的ナリ．コレ等ハ何レモ「ヒス

タミン」ト「グァニヂン」トノ協同作用ト解スベ

ク興味アル事實トスベシ．爾者混合大腸内申入

試駿ニチハ「ヒスタミン」軍用注入ノ際二於ケル

ト同様二中毒症歌緩和ナル如クニ思考セラル．

但シ血厘上昇ヲ可ナリノ程度二認メ得タリ。

第8章 結

 以上ヲ結論スルニ次ノ如シ．

 （1）疫痢檬症歌ノ原因ヲ「ヒスタミン」ナリト

スル時「ヒスタミン」ニヨリ家兎二封シ晶晶的二

審症歌ト出店スベキ当事ヲ惹起セシムルニハ腸

管内注入，殊二十二指腸内注入ヲ最モ虚血ナリ

トス．印チ「シヨツク檬症状ヲ呈セズ且叉疫痢

檬症状ノ獲生機轄：ヨリスルモ愛寵ナリ．

 （2）大腸内注入引証ル中毒症歌ハ十二指腸内

注入＝ヨルヨリ症状緩和ナリ．

 （5）「グアニヂン」ヲ「ヒスタミン」二添加シ家

兎腸管ts ＝注入セバ夫々ヲ軍猫二注入セル場合

論

二比シ中毒症状著明ニシテ且血駆ノ上昇モ著明

ナリ．該事實ハ「ヒスタミン」ト「グアニヂン」ト

ノ協同作用ナリト解スベシ．

 （4）但シ「グアニヂン」ヲ「ヒスタミン」二添加

シ家兎腸管内二注入スル場合二生ズル中毒症歌

ハ疫痢唖蝉歌トシ興味アルモ街考究ノ鯨地ナシ

トセズ更二今後ノ研究二待タントス．

 稿ヲ終ルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ト御鞭錘ヲ辱

クシ且御校閲ノ螢ヲ給ハリタル恩師選討授二深甚ノ謝

意ヲ捧グ。
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   論   文   附   岡

：指腸内生理二食二水注入例ノ二二（封」二二）

昏魏  659 3      胆重： 2．060kg

十二指腸内「ヒスタミン」注入例ノ更更

監號  573  Ao        盟重  1．860kg

第3圖  十二指腸内「グア『ヂン」注入例ノ血歴

   家舜 昏號618 ♀   履重 1・550kg

 120一一

聾
  40－

  pt
mmllg

経過時閻

                                       第4囲 ＋二指

                                               家耳

    ■■■■■暉暉國■國    一剛

淵画匿嗣幽国璽’幽
mmllg

sc過時間臨■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
                   注入 一30分     1時間30分一2時間     3時間30分一4時

魯「ヒスタミン」並「グア昌デン」混合注入例ノ幽幽

激608♀  噸2．250kg

5時間一5時間30分 7時間30分一8時間 10時間一10時間30分 11時間30分一12時間  13時間一死亡


